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都市住民のライフキャリアの充実度をみる
──千葉県北西部10市の事例から──
法政大学キャリアデザイン学部　教授　金山　喜昭
はじめに
日本の社会が、成長経済の社会から成熟社会になってから、人はいかにして
豊かな生活を送ることができるかが問われている。近年、欧米を中心にして経
済学や心理学などのアプローチから「幸福」についての研究が進められてい
る（1）（2）。GDP（国内総生産）のような経済成長率は便宜的な豊かさの指標であ
るという見方から、真の豊かさとはなにかという「人生の幸福度」への転換が
話題になっているからである。
ブータンのGNH（Gross National Happiness）は、そのモデルとして有名で
ある（3）。国内でも熊本県のように「県民幸福度の最大化」をはかる（4）取り組み
をはじめ、静岡県、福井県、さいたま市、荒川区などでも同じような動きがあ
る。また、新潟市都市政策研究所は、NPH（Net Personal Happiness）を提唱
して、市民にとってのハッピネスとは何かを、社会生活を営む生活者の視点か
ら洗い出し、その達成状況を測定・評価することを通じて、都市政策に活かす
ことを提言している（5）。こうした動向は、すなわち個人のライフキャリアの充
実をはかることと類似する。
ライフキャリアとは、個人の世代に応じた役割・環境・出来事などをさす。
それには二つの側面がある。一つは全生涯にわたる時間軸（垂直的）と、もう
一方は日常の暮らしに関する生活軸（水平的）がある。前者は垂直的で歴史的
である。個人のライフヒストリーや個人史などが、これにあたる。後者は水平
的で空間的な性格をもち、ライフスタイルや生活様式などに相当する。ここで
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扱うライフキャリアとは、後者にあたる、個人の日常生活の環境や出来事、生
きがい、およびそれを支える自治体の取り組みまでを含むことを意味する。
そこで、千葉県北西部に位置する10市（船橋・松戸・市川・柏・八千代・浦
安・流山・野田・我孫子・鎌ヶ谷）を事例にして、各市住民のライフキャリア
の充実度を比較する。その目的は次の３点である。
① 　各市に住む人たちのライフキャリアの充実度に関係する指標を測定する
ことにより、各市の住民のライフキャリアの特性を明らかにする。
② 　筆者は、野田市をフィールドにして活動するNPO法人の事務局長を務
め、地元の公立博物館（野田市郷土博物館）を指定管理者として運営して
いる（6）が、千葉県北西部の10市における野田市住民のライフキャリアの充
実度を相対的に評価する。
③ 　野田市郷土博物館を運営するミッションとして「市民のキャリアデザイ
ンの拠点とする」ことを掲げているが、②を受けて判明した野田市住民の
ライフキャリアの充実度への貢献のあり方についても検証する。
１．対象地域の概要
本稿で扱う「地域」とは行政の単位としての各市域を想定している。
分析対象とする千葉県北西部は、千葉県内の東葛飾・葛南区域にほぼ相当す
る。全体の人口規模は、約289万人（平成22年国勢調査）である。いずれも東
京への通勤圏内である。東京都に隣接する市川市、浦安市は人口密度が高く、
都市化が進んでいる。さらに、総武線沿線の船橋市、常磐線沿線の松戸市や柏
市も人口30万人以上の「中核市」であり、百貨店などの商業施設が多く、高等
教育機関（高校・大学）なども目立つ。
それに比べて、都心部から少し離れて、我孫子市、野田市、流山市、八千代
市、鎌ヶ谷市がある。我孫子市は、大正時代から昭和初期にかけて、手賀沼付
近に志賀直哉、武者小路実篤、柳宗悦などの文化人が居住して「北の鎌倉」と
いわれた。野田市は江戸川と利根川沿いの土地にあり、江戸時代から醤油醸造
を地場産業としている。2003年に旧関宿町と合併した。市街地の周辺部には林
地や農地が広がるが、近年は宅地開発も活発化している。流山市も江戸川沿い
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で、味醂の産地として知られる。近年、つくばエクスプレスの開通に伴って沿
線の宅地開発が急速に進んでいる。八千代市は、1950年代に日本初の大規模住
宅団地・八千代台団地が建設され、その後も大規模団地の建設が続いた。1996
年には東葉高速線沿線が開通したことにより宅地開発が行われている。鎌ヶ谷
市は、梨の産地で、観光梨園が多かったが、近年は漸減して、やはり宅地開発
が進んでいる。
２．ライフキャリアを支える４つの要素
ここで、分析の前提として、ライフキャリアを充実させる指標とは何かにつ
いて考えてみたい。先述したように、新潟市都市政策研究所が提唱するNPH
は、人の入学・進学・就職・結婚・出産・育児・退職・老後などといった住民
の一連のライフステージに着目している。NPHの特徴は、それぞれのステー
ジにおける幸福の状況を想定していることにある。
また、個人のライフキャリアの充実をはかるためには、地域や社会が基盤に
なる。その上で、いくつかの要素が必要である（図１）。
一つめは、「安心・安全・アメニティの充実」である。個人のライフキャリ
アを充実させるためには、まずは住む環境が大切である。自然が豊かで広々と
している地域は健康に良い。安全で安心して暮らせることも大切である。東日
図１　ライフキャリアの充実と４つの要素
＊NPH: Net Personal Happiness（千田俊樹）を改訂（金山2012）
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本大震災によって地域の防災意識は高まっている。また、福祉面では誰でも人
としての生きる権利を保障されることである。障害者施設や老人ホームが充実
していることは、その一例である。
二つめは、「安定した収入や働きがいのある雇用の場の確保」である。個人
や家族が生活するために一定の所得を得ることと、そのための雇用の場が確保
されていることである。自治体にとっては、失業率を減らすことや、生活保護
の受給者には職業教育や雇用の機会を提供することも課題になる。また、女性
が仕事をできる環境にあることも家計の安定化には寄与する。夫婦と子どもか
らなる核家族の場合だと、女性が働くためには保育園や学童保育所の受け入れ
体制が整備されていなければならない。また、夫婦が親世代と同居しているな
ど家族支援が受けられるようであれば仕事をしやすくなる。
三つめは、「社会とのつながりと市民の自立」である。個人は１人では生き
ていくことはできない。最も身近な交流は地域の人たちとの挨拶や、地域の情
報をお互いに共有することなどである。個人として自立すれば、地域で生活す
るための責任や義務を果たす「市民」にもなることが要求される。
例えば自治会（町内会）の行事や活動は、地域の人たち相互の連帯感や共助
の精神を養う場になる。高齢者は孤立しがちになるが、高齢者のコミュニティ
があれば、心の安らぎや楽しみの場にもなる。ダンス・絵画などのような同好
会も、同じ興味をもつ人たちのコミュニティである。また、地域の問題や課題
を解決することに取り組むNPO活動もある。一方、社会とのつながりという
意味では、選挙の投票行動なども市民としての成熟度をみる尺度になる。
新潟市都市政策研究所のNPHによると、以上の３つの要素が地域や社会が
果たすべき役割だという。本稿では、各項目が意味するところを参考にしなが
らも、それに４つめの要素として「地域のブランド力」を追加する。
四つめの「ブランド力」は、地域の人たちが地域外に誇れ、自慢にもなるよ
うな特産や特徴である。これらを外部に向けて発信することで、地域にプラス
の効果をもたらす。例えば、東京の三鷹市がジブリ美術館を誘致したことが話
題となり、その後に三鷹市の地価が上がるという経済効果があった。漫画家・
水木しげるの出身地である鳥取県境港市でも、水木しげるロードの「まちづく
り」活動により交流人口が拡大した。県内各地の地価が下落し続けているにも
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関わらず、この地域の地価は安定している。地価はブランドの波及効果の一側
面だといえる。
３． ライフキャリアの基盤としての「地域」
ライフキャリアは、これら四つの要素によって支えられる（図１）。しかも、
それらは、地域という空間が基盤となり、各要素が相互に繋がり合う。地域に
は、その土地に固有の歴史・文化・環境などをもつが、人びとの生活は、そう
した地域の文化や自然資源のもとに成り立っている。
また、４つの要素の関係性は、理想的なことをいえば、均等にバランスがと
れていることが好ましい。例えば、原子力発電に依存する地域では、人びとの
雇用は確保されるだろうが、はたして安全で安心な生活が送れるといえるだろ
うか。他者に依存する体質は市民としての自立を妨げることにもなる。あるい
は、これまで政府は経済成長を最優先にしてきた結果、全国各地で公害問題を
発生させたことも記憶に新しい事件である。
４．分析項目と方法
各地域の住民のライフキャリアを比較するために、以上４つの要素を柱に、
それぞれの評価軸に指標を設定する。指標にはいろいろな項目が想定されるだ
ろうが、本稿では扱う指標は以下のように設定した。分析方法は、各種の統計
データに基づいた集計と相関分析を行う。
① 　安心・安全・アメニティの充実（指標：人口密度、持家世帯数、住宅延
床面積、犯罪件数、建物出火件数、ごみ総排出量、老人ホーム定員数、知
的障害者援護施設定員数）
② 　安定した収入や働きがいのある雇用の場の確保（指標：納税者の所得、
完全失業率、被生活保護者数、30代～40代女性の労働力率、一世帯の人数、
保育園待機児童数）
③ 　社会とのつながりと市民の自立（指標：自治会加入世帯率、老人クラブ
会員数、NPO法人数、平成24年度衆議院選挙投票率）
④ 　地域のブランド力（指標：住宅地地価、大学生によるブランドイメージ）
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５．各市住民のライフキャリアの充実度と野田市の特徴
最初に、各市の人口規模を確認しておきたい（図２）。10市全体の人口規模
は約289万人。船橋市・松戸市・市川市・柏市が中核都市として40万人以上の
人口を有している。他市の人口規模は10万人台である。ただし、浦安市は東京
都心への交通の利便性が最も良く、後述するように東京ディズニーランドなど
の第三次産業により交流人口が多い。
図２　各市の人口（人）〔数値：2010年〕
〔出典：平成22年国勢調査（総務省統計局）〕
次に、関係する統計データをもとに、各要素に関わる指標をそれぞれ集計し
た上で、野田市を他９市と比較してみる。
（１） 安心・安全・アメニティの充実
この評価軸は、人々が安心して快適に暮らせるかをみるものである。但し、
ここでは交通の利便性や商業施設の充実性などのインフラ関係については除い
ている。ハード面よりも、むしろソフト面からみた地域の社会環境をみること
にする。
野田市を他９市と８つの指標について比較した結果は次の通りである（図
３）。
「１- ①　人口密度（1,497人 /km2）」第１位
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「１- ②　持家世帯の比率（75.9％）」第１位
「１- ③　住宅延床面積（100.4m2）」第１位
「１- ④　人口１万人あたりの年間犯罪件数（133.5人）」第７位
「１- ⑤　人口１万人あたりの年間建物出火件数（2.2件）」第10位
「１- ⑥　住民１人１日あたりのごみ総排出量（914ｇ）」第３位
「１- ⑦　65歳以上人口１千人あたりの老人ホーム定員数（15.1人）」第１位
「１- ⑧　人口１千人あたりの知的障害者援護施設定員数（0.9人）」第２位
野田市の「１- ①　人口密度（1,500人／km2）」は第１位である。これは市街
地の周辺部に農地や林地などが広がるために、人口密度は相対的に最も低い。
それと対照的なのは浦安市（9,341人／km2）である。浦安市は野田市よりも市
域面積が狭く、高層住宅が多い。過密な住宅環境よりも人口密度が低い地域の
方が快適で健康的である。
また、「１- ②　持家世帯の比率（75.9％）」と「１- ③　住宅延床面積
（100.4m2）」も第１位である。これは持家（マイホーム）が多ければ、住宅の
延べ床面積も広くなることを意味している。
しかし、安全・安心面での課題もある。「１- ④　人口１万人あたりの年間犯
罪件数（133.5人）」は第７位、「１- ⑤　人口１万人あたりの年間建物出火件数
（2.2件）」は第10位と中位から劣位である。特に、「建物出火件数」は我孫子市
（1.1件）の２倍で最多となっている。消防は防火活動および消火活動から成る
が、防火活動がうまく機能していない可能性が示唆される。
環境面は、「１- ⑥　住民１人１日あたりのごみ総排出量（914ｇ）」は第３位
であるが、第１位の市川市（908ｇ）、第２位の鎌ヶ谷市（910ｇ）との差はほ
とんどない。また、「１- ⑦　65歳以上人口1000人あたりの老人ホーム定員数
（15.1人）」は第１位、「１- ⑧　人口1000人あたりの知的障害者援護施設定員数
（0.9人）」は第２位と相対優位。これらの福祉は誰でも対象者や関係者になり
得ることであり、他市よりも優位であることは生活リスクの軽減につながる。
以上、野田市の住民は、住宅などの環境や福祉面では安心ができるが、防
犯・防火が課題といえる。
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図３-１- ①　人口密度（人／km2）〔数値：2010年〕
〔出典：平成22年度国勢調査（総務省統計局）〕
図３-１- ②　持家世帯の比率（％）〔数値：2010年〕
〔出典：平成22年度国勢調査（総務省統計局）〕
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図３-１- ③　住宅延床面積（m2）〔数値：2008年〕
図３-１- ④　人口１万人あたりの年間犯罪件数〔数値：2011年〕
〔出典：平成22年度国勢調査（総務省統計局）〕
〔出典：千葉県警察　POLICE NET CHIBA〕
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図３-１- ⑤　人口１万人あたり年間建物出火件数〔数値：2009年〕
図３-１- ⑥　住民1人あたりのごみ総排出量（g）〔数値：2008年〕
〔出典：政府統計 e-stat データベースから算出〕
〔出典：政府統計 e-stat データベースから算出〕
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図３-１- ⑦　65歳以上人口１千人あたりの老人ホーム定員数（人）〔数値：2009年〕
図３-１- ⑧　人口１千人あたりの知的障害者援護施設定員数（人）〔数値：2009年〕
〔出典：政府統計 e-stat データベースから算出〕
〔出典：政府統計 e-stat データベースから算出〕
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（２）安定した収入や働きがいのある雇用の場の確保
次に、人々の働き方と、自治体による雇用問題への取り組みのあり方につい
て、野田市を他９市と比較してみる。
まずは、産業形態別にみた就業人口の構成からみる（図４）。
図４　産業形態別にみた就業人口構成（％）
〔出典：平成22年国勢調査（総務省統計局）〕
野田市は、10市の中で第一次産業の就業人口の割合が最も高く（2.2％）、第
二次産業も同様（27.5％）で、第三次産業の割合は最も低い（66.2％）ことが
特徴である。第一産業は主に農業である。稲作のほかに、枝豆は国内でも有数
の生産地である。第二次産業は、醤油産業のほかに５つの工業団地（製造業、
建設業など）がある。第一次産業の割合が高いことは、高齢者の割合が高いこ
とと相関する。さらに、第二次産業の就業人口が高いことを含めると持家世帯
が多く、そのために住宅の床面積も広いこととも相関する。
また、このように第一次産業と第二次産業が他市に比べて高い割合をもつこ
とは、野田市の住民の仕事や雇用のあり方とも関係している。野田市と他の９
市を７つの指標について比較した結果は、次の通りである（図５）。
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「２- ①　納税者１人あたりの所得（303.4万円）」第10位
「２- ②　自市内の就業割合（57.4％）」第１位
「２- ③　完全失業率（5.7％）」第５位
「２- ④　人口1000人あたりの被生活保護者数（月平均）（9.2人）」第６位
「２- ⑤　30代～40代女性の労働力率（67.4％）」第１位
「２- ⑥　１世帯あたりの人数（2.53人）」第１位
「２- ⑦　保育園待機児童数（０人）」第１位
まず、「２- ①　納税者１人あたりの所得（303.4万円）」は第10位と最も劣位
である。これは、先述したように、第一次産業と第二次産業の就業者の割合が
高いことと相関している。逆に、浦安市のように第三次産業の割合が最も高い
都市では、「納税者の所得（445.7万円）」も一番高くなっている。さらに、野
田市は、このことと相関して、「２- ②　自市内の就業割合（57.4％）」は第１
位である。
仕事に就かない人たちの現状をみると、「２- ③　完全失業率（5.7％）」で第
５位、「２- ④　人口1000人あたりの被生活保護者数（月平均）（9.2人）」は第
６位というように共に中位である。こうした指標が高いと、働く人たちのモチ
ベーションが上がらずに、地域も衰退化することにつながりやすい。前者は
鎌ヶ谷市が最も高い。後者では人口規模が大きい市に目立つが、中でも松戸市
が最も高くなっている。
女性の就業状況では、「２- ⑤　30代～40代女性の労働力率（67.4％）」は最
も高く、第１位である。これは働くことのできる女性のうちの就業率を示して
いる。ここでの女性とは独身女性のほかに、子育てをしていたり、子育てを終
えた人も含まれている。また、雇用形態は、正規ばかりでなく非正規（パート
や臨時など）もいる。これらのことは、第一次産業と第二次産業の就業者の割
合が高いことと相関する。つまり、先述したように野田市は両産業の就業人口
が他市よりも多いことから、30代～40代の女性にとっても仕事を得やすい地域
だといえそうである。
また、「２- ⑥　一世帯あたりの人数（2.53人）」も最多で第１位である。こ
れは第一次産業（大半は兼業農家）の世帯が一定数を占めていることを反映し
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ている。ちなみに、野田市における過去20年間の「一世帯あたりの人数」の推
移をみると、1990年（3.47人）・1995年（3.24人）・2000年（3.09人）・2005年（2.81
人）と減少している（7）。この背景には、少子化や三世代同居型の家族形態が減
り、代わって単身世帯が増えていることなどがあげられる。それとは対照的に、
市川市は最も少ない。松戸市や船橋市もやはり少ない。一世帯の人数が少ない
と、人口規模が多く、人口密度が高いことと相関する。
さらに、「２- ⑦　保育園待機児童数（０人）」は、我孫子市や八千代市と同
じく第１位である。20代～30代の主婦は、誰でもが子育てをしながら働くこと
ができる。しかし、人口規模の大きい柏市・船橋市・市川市では待機児童数は
100人以上にのぼる。女性にとっては子育てをしながら働こうとすれば、いつ
でも安心して子どもを保育園に行かせることができるとよい。女性のライフ
キャリアの充実につながる。
以上、野田市の平均的な住民の所得額は10市の中で最も低額であるが、市内
で働く機会が多く、女性も働きやすい「職住近接」のライフキャリアを送って
いる。但し、納税者の所得額が低いことは課題である。地域の経済力を上げる
などの工夫が求められる。
図５-２- ①　納税者１人あたりの所得（万円）〔数値：2010年〕
〔出典：総務省「市町村別課税状況等の調」2010〕
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図５-２- ②　自市内の就業割合（％）〔数値：2005年〕
〔出典：総務省国勢調査2005〕
図５-２- ③　完全失業率（％）〔数値：2010年〕
〔出典：総務省国勢調査2010〕
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図５-２- ④　人口1千人あたりの被生活保護者数（月平均）〔数値：2010年〕
〔出典：『都市データパック2012 年版』（東洋経済）から算出〕
図５-２- ⑤　30～40代女性の労働力率（％）〔数値：2010年〕
〔出典：総務省国勢調査2010〕
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図５-２- ⑥　１世帯あたりの人数（人）〔数値：2011年〕
〔出典：総務省「住民基本台帳人口要覧2011.3」〕
図５-２- ⑦　保育園待機児童数（人）〔数値：2012年〕
〔出典：千葉県待機児童数調査結果・平成24年４月１日〕
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（３）社会とのつながりと市民の自立
この評価軸は、地域の人たちが相互に信頼し合い、助け合うような関係性の
状況についてみる。また社会活動や政治に対する関心が高い地域は個人のライ
フキャリアも充実していると考えられるので、それについても検証する。野田
市を他の９市と４つの指標について比較をした結果は、次の通りである（図
６）。
「３- ①　自治会加入世帯率（74.8％）」第３位
「３- ②　65歳以上100人あたりの老人クラブ会員数（12.3人）」第３位
「３- ③　人口１万人あたりのNPO法人数（2.4件）」第９位
「３- ④　平成21年度衆議院選挙投票率（63.22％）」第10位
まず、地域とのつながりのあり方をみると、「３- ①　自治会加入世帯率
（74.8％）」は第３位である。アパートなどの賃貸住宅に住む人たちは自治会に
加入しないことが多い。それに比べて持家の住民は定住性があることから、自
治会の加入率が高い。日常的には、資源ごみを当番で回収することや、市報（市
の広報誌）の配布や回覧板を通じて市役所からの情報を周知する。また、自治
会独自の取り組みとしては、子ども会の活動や祭りなどのイベントをする。ま
た、「３- ②　65歳以上100人あたりの老人クラブ会員数（12.3人）」は第３位で
ある。老人クラブは、地域の高齢者の親睦をはかり生涯学習活動などをする。
地域における高齢者のコミュニティとなっている。
続いて、市民の自立に関して検証する。「３- ③　人口１万人あたりのNPO
法人数（2.4件）」と少なく第９位と劣位である。NPO法人が多いということは、
市民が、地域の課題を解決するために志をもち行動することを表しており、市
民の成熟度をみる一つの指標になる。つまり何事も自治体に任せることをせず
に、市民として自らができることは、ミッションをもち、実現するために準備
をして実践し、その結果を公開することである。そのためにマネジメント力も
問われる。NPOのメンバーは「市民」の資格を有する者ということができる。
また、「３- ④　平成21年度衆議院選挙投票率（63.22％）」は最も低く、第10
位である。千葉県の平均投票率は64.87％、全国平均は69.46％である。野田市は、
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それまでも選挙の投票率は低い。
以上、野田市の住民は、自治会や老人会による地域コミュニティのつながり
は問題なさそうであるが、自治体などへの依存体質を脱却しきれないという課
題が残る。
図６-３- ①　自治会加入世帯率（％）
〔出典：各市調査〕
図６-３- ②　65歳以上100人あたり老人クラブ会員数（人）〔数値：2012年〕
〔出典：千葉県ホームページ2012年から算出〕
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図６-３- ③　人口１万人あたりのNPO法人数〔数値：2012年〕
〔出典：千葉県NPO・ボランティア情報ネット2012 年から算出〕
図６-３- ④　2009年衆議院選挙投票率（％）
〔出典：平成21年８月30日執行衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査結果調〕
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（４）地域のブランド力
この評価軸は、野田市の住民がもつ地域の自慢や誇りのようなものは何か、
またその結果として地域に及ぼす波及効果をみるものである。
野田市を、他の９市と２つの指標について比較をした結果は、次の通りであ
る（図７）。
「４- ①　住宅地地価（662百円 /m2）」第10位
「４- ②　大学生123人による各市のブランドイメージ（醤油）」第３位
本来ならば、各市の「住民意識調査」からデータを収集するべきであるが、
今回は２つの指標からわかったことをみていく。野田市では、「４- ①　住宅地
地価（662百円 /m2）」は最も安く第10位である。また、「４- ②　大学生123人
による各市のブランドイメージ（醤油）」は第３位である。これは、本学部の
１年生に授業アンケートしたものである。学生が各市のブランドイメージを自
由に記述した（複数記述有り）ものを集計した。第１位は浦安市（東京ディズ
ニーランド）、第２位は柏市（プロサッカ 「ー柏レイソル」）、第３位は野田市（醤
油産業）、第４位は船橋市（市立船橋高校のスポーツ、大型ショッピング施設
の「ららぽーと船橋」）、第５位は鎌ヶ谷市（プロ野球「日本ハムの鎌ヶ谷スタ
ジアム」）などである。市川市、我孫子市（５ポイント未満）は未表記とした。
地価に関する結果は、ブランド力を直接的に反映するものとはいえない。し
かし、三鷹市のジブリ美術館や境港市の水木しげるロードの事例をみるなら
ば、全く無関係とはいえない。特に、浦安市の地価は最高額（31.2万円 /m2）
で野田市の約５倍にのぼる。もっとも浦安市と同じ都心（東京駅）から20キロ
圏内の川口市の平均地価（23.9万円 /m2）と比べても浦安市の方が高い。
川口市はかつて「鋳物の町」というブランドイメージがあったが鋳物産業の
衰退化とともにブランド力も消えつつある。やはり、浦安市にとって、東京
ディズニーランドは強いブランド力になっているようである。
しかし、ここでいうライフキャリアにとってのブランド力とは、地元に住む
人たちが他者に自慢できるようなもので、そうした意識をもつことで生きがい
につながることである。それに関するデータ化は今後の課題としておきたい。
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図７-４- ①　住宅地地価（百円）
〔出典：『都市データ』2010年版〕
図７-４- ②　大学生123 人による各市のブランドイメージ〔2012年10月調査〕
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６．ライフキャリア評価結果の総括
（１）野田市住民のライフキャリアの実情
以上、野田市を中心にして評価軸ごとに分析した。それらを総括すると（表
１）の通りとなる。
この表から分かることは、野田市の場合、評価軸ごとに相対優位と劣位に格
差があることである。すなわち、野田市民のライフキャリアでは、住環境は良
く、一世帯家族の人数から家族というコミュニティを生活基盤にしている人た
〔表１〕野田市民のライフキャリア充実度評価の総括表
評価軸 指　　　標 順位
安心・安全・
アメニティの充実
人口密度 １位
持家世帯の比率 １位
住宅延べ床面積 １位
人口１万人あたりの犯罪件数 ７位
人口１万人あたりの建物出火件数 10位
市民１人１日当たりのごみ総排出量 ３位
65歳以上人口１千人あたりの老人ホーム定員数 １位
人口１千人あたりの知的障害者援護施設定員数 ２位
安定した収入や働きがい
のある雇用の場の確保
納税者１人当たりの所得 10位
自市内の就業割合 １位
完全失業率（定率順） ５位
人口１千人あたりの被生活保護者数 ６位
30代～40代女性の労働力率 １位
１世帯あたり人員 １位
保育園待機児童数 １位
社会とのつながりと
市民の自立
自治会加入世帯率 ３位
65歳以上100人あたりの老人クラブ会員数 ３位
人口１万人あたりのNPO法人数 ９位
平成24年衆議院選挙投票率 10位
ブランド力
住宅地地価 10位
大学生によるブランドイメージ ３位
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ちが多い。これには第一次産業の就業者（農業・畜産）が他市に比べて多いこ
とも少なからず影響していると思われる。
しかし、防災・防犯という安心・安全さには課題が残る。雇用面では、納税
者の平均所得は低いが、市内で働く機会は多く「職住近接」型になっている。
30代～40代の女性の就業率も高く、その収入を家計の補助にあてているとも思
われる。保育園の受け入れ態勢が整っているので、子育て世代の女性が仕事を
しやすい。また、自治会や老人クラブからみると地域でのつながりや交流関係
がある。しかし、NPOの組織率や選挙の投票率が低いことから、社会や政治
に参加する意識は高いとはいえず、行動力も伴わないという課題が残る。
（２）千葉県北西部10市の住民のライフキャリアの実情
野田市を含めた10市の住民のライフキャリアについての成績は（表２）の通
りである。そこで、住民の「ライフキャリア度」が高い都市はどこであろうか。
そのために、各市の（相対優位の総数－相対劣位の総数＝住民のライフキャリ
ア度）を計算する。なお、各指標の配点は相対優位（１点）、相対中位（０点）、
相対劣位（－１点）とする。その結果、上位は、野田市（８点）、我孫子市（６
点）、流山市（５点）の３市である。逆に下位は市川市（－８点）、次に松戸市
（－６点）となる。
上位の３市における相対優位の共通指標は、住環境が良いことや、一世帯の
人数が多いことである。これは自然が豊かであり、広めの住宅に住むことがで
き健康で快適な生活をしていることを意味する。また一世帯は平均2.4人以上
になるが、これは家族のコミュニティが顕在化しているからともいえる。また、
自治会の加入率が高いことから地元住民のつながりがあることや、保育園の待
機児童が少なく、女性の就業率も高くなっている。
それとは対照的に、下位２市における相対劣位の共通指標は、住環境が良く
ないこと、一世帯の人数が少ないことや、被生活保護者が多く、老人ホームや
知的障害者施設の定員数が少ないことである。すなわち、前者よりも人口密度
が高く、住宅は持家が少なく、住宅床面積も狭い。また被生活保護者が多く、
福祉施設の整備が遅れていることは、ライフキャリアにとって不安になる。一
世帯の人数が少ないことは家族よりも単身者が目立つことである。すると地域
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〔表２〕千葉県北西部10市のライフキャリアに関する成績表
評価軸 指　標
???????????
????????????????????
（基礎
デ ター） 人口（2010年）単位：万人 60.9 48.4 47.4 40.4 19 16.5 16.4 15.6 13.4 10.8
安心・
安全・
アメ
ニティ
の充実
人口密度 7 8 9 4 6 10 3 1 2 5
持家世帯の比率 7 8 10 5 6 9 4 1 3 2
住宅延べ床面積 7 8 9 4 6 10 3 1 2 5
人口１万人あたりの犯罪件
数 5 6 2 3 9 10 4 7 1 8
人口１万人あたりの建物出
火件数 7 5 4 9 3 6 2 10 1 8
市民１人１日当たりのごみ
総排出量 9 5 1 6 4 10 8 3 7 2
65歳以上人口１千人あたり
の老人ホーム定員数 4 8 9 2 6 7 5 1 10 3
人口１千人あたりの知的障
害者援護施設定員数 6 9 10 4 5 7 8 2 3 1
安定し
た収入
や働き
がいの
ある雇
用の場
の確保
納税者１人当たりの所得 6 8 2 5 7 1 3 10 4 9
自市内の就業割合 4 3 7 2 4 6 10 1 8 9
完全失業率（定率順） 6 6 3 2 9 1 4 5 8 10
人口１千人あたりの被生活
保護者数 9 10 8 3 7 1 4 6 2 5
30代～40代女性の労働力率 8 5 6 7 9 10 3 1 4 2
１世帯あたり人員 9 8 10 6 5 7 3 1 2 4
保育園待機児童数 9 7 10 8 1 4 6 1 1 5
社会と
のつな
がりと
市民の
自立
自治会加入世帯率 1 5 8 4 9 10 6 3 2 7
65歳以上100人あたりの老
人クラブ会員数 2 5 8 6 7 1 4 3 9 10
人口１万人あたりのNPO
法人数 4 5 8 2 6 10 3 9 1 7
平成21年衆議院選挙投票率 9 6 8 3 5 4 2 10 1 7
ブラン
ド力
住宅地地価 4 3 2 7 6 1 5 10 8 9
大学生によるブランドイ
メージ 4 6 10 2 6 1 6 3 10 5
ライフキャリア度
（相対優位１点、相対中位０点、相
対劣位－１点の合計）
－4 －6 －8 5 －2 －2 5 8 6 －2
＊ 各マス目は順位： は相対優位（１位～３位）、 は相対中位（４位～７位）、 は相対劣位
（８位以下）を示す。
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における他者とのつながりも希薄になりがちとなる。
以上の指標間のうち、人口密度が高いほど持家世帯数は少なく、住宅床面積
も狭くなるし、一世帯人数も少なくなることは相関する。また人口規模が多け
れば生活保護者数が増えることも相関している。
すなわち、都心に近い中核市は交通の利便性が良く、商業施設などが整備さ
れていることから人気がある。しかし、ライフキャリアという視点からみると、
むしろ人口10万人台の自然環境が恵まれた地域の方が、その充実度を高めるこ
とに適しているといえる。
７．野田市の政策「市民のキャリアデザイン」を検証する
野田市では、2007年４月から野田市郷土博物館に指定管理者制度を導入して
NPO法人が運営するようにした。その経緯についてはこれまでに拙著で触れ
てきたとおりである（8）。野田市は、「キャリアデザインによるまちづくり」を
市の政策にして、博物館をその活動拠点に位置付けた。それは、個人の自立を
目指すことと合わせて、市民として主体的に社会参加する人材育成を目指して
いる。そこで、こうした政策が、住民のライフキャリアの現状にとって必要性
のあるものなのかどうかについて検証してみたい。
先述したように、野田市の住民のライフキャリアにとっての課題は、納税者
の所得が低いこと（第10位）、NPO法人が少ないこと（第９位）、選挙の投票
率が低いこと（第10位）である。所得については経済対策なので、博物館に直
接関係するものではない。しかし、「人口１万人あたりのNPO法人数」と「平
成21年衆議院選挙投票率」は正の相関［0.84306（P＝.002＜ .01）］である。「NPO
数」が多ければ「投票率」も上がっている。一方、「NPO数」と「人口１万人
あたりの年間犯罪件数」とは負の相関［－0.79208（P＝.006＜ .01）］である。
野田市の場合は、「NPO数」が少なく「投票率」も低い。そして、「犯罪件数」
は多くなっている（図７-１・２）。なぜ、そうなるのだろうか。一つの考えと
しては、NPO数が多く、選挙の投票率が高いことは、地域や社会に関心をも
ち自治意識の高い人たちが一定数にのぼることになり、地域の防犯にも積極的
に関わることになるからではないだろうか。
野田市による「キャリアデザインによるまちづくり」という政策は、こうし
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図７-１　NPO数と投票率の散布図
野田市
図７-２　NPO数と犯罪件数の散布図
野田市
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た課題を解決する取り組みになる。野田市郷土博物館は、「人びとの生き方や
成長を支援して、キャリアデザインをはかること」をミッションの一つにして、
そうした課題を解決するために活動している。
おわりに
最後に、本稿の意義を整理し課題を述べることにする。
①　千葉県北西部の10市を事例にして、各市の住民のライフキャリアの充実
度を定量的に評価することを試みた。その結果、都市ごとに特性はあるも
のの、人口規模が多い都市の住民のライフキャリアが必ずしも充実するわ
けではなく、人口10万人台の都市の方が充実していることを明らかにし
た。但し、同じ市域でも、昔からの住民が住む土地と、市外から転居した
人たちが住む新興住宅地や、平成や昭和時代の市町村合併以前の旧町村を
単位とする土地などは、それぞれの特性があると思われる。しかし、本稿
では、一つの自治体を単位に「地域」と想定することにした。
②　次に、野田市の住民のライフキャリアの充実度の水準は、他市に比べて
高いことが判明した。しかし、市民の自立性が他市に比べて劣位であると
いう課題もある。野田市が政策とする「キャリアデザインとまちづくり」
は、まさにその課題を解決しようとするものとなっている。指定管理者制
度によってNPO法人野田文化広場が野田市郷土博物館を運営するが、そ
のミッションのひとつになっている「市民のキャリアデザインを支援す
る」ことは、そのための具体的な活動である。
③　現状の公立博物館などの文化行政は、実質的なミッションが不在のこと
が多い。しかし、自治体政策の視点から住民のライフキャリアの充実をは
かるためには、本稿で述べたように、地域ごとに現状を分析し評価する。
そのうえで適切なミッションを設定して、それを達成するために具体的な
活動をすることである。
④　今後の課題としては、本稿で扱った評価軸の各指標については、再検討
することも必要だと思われる。例えば、「社会とのつながり」の評価軸に
は、神社の氏子数や、自治会の子ども会に加入する子ども数なども指標に
追加する。また「ブランド力」の評価軸についても、さらに適切な指標を
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設定してデータ化をはかることにも留意したい。
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ABSTRACT
Examining an improvement of inhabitants life 
carrier degree of cities
Yoshiaki KANAYAMA
This article tried to evaluate a quality of life carrier of the inhabitants of 
Japanese cities by comparing the 10 cities of Northwest Chiba prefecture as 
an example, checking among 4 elements ‒ security & amenity, employment, 
self-sustainability & social connections, and local brands. As a result, the life 
carrier of the inhabitants of the cities of relatively small population 
（100,000~200,000） are richer in quality of life than the cities of big population 
（more than 300,000）.
By evaluating with list of check items, it is clear that the life carrier of the 
inhabitants of Noda city was richer in quality than other cities. However, the 
problem is that citizen’s self-sustainability is inferior to the others. This 
situation can be solved by a policy of the city w hich is “town building with 
citizen’s career designing”. Also Noda City Museum, trying “to support 
citizen’s carrier designing”, serves as a concrete means for the purpose, 
which is run by NPO Noda Culture Square. 
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